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　皆さんこんにちは。
　最近は朝夕がかなり涼しくなってきましたが皆様体調はいかがでしょうか。コロナに関しても和歌山
市でもかなり少なくなってきましたので延期しておりましたIDMも10月に開催したいと思いますのでご
参加よろしくお願いします。また前回の理事会で令和３年８月佐賀・長崎豪雨災害の支援金を承認いた
だき地区に送金させていただきました。

　コロナで外出が少なくなったので健康の為に夜に家内とウォーキングをしているのですが最近うちの大新地区では解体
工事が多くて更地になっている土地が結構目立ってきました。数年前までは市内の中心部で土地を探してもなかなか見つ
からない状況だったのですが、今は看板の立っている土地が増えており結構長い間売れずに残っています。うちの近くで
もマンションはかなり増えていてそちらのほうが人気があるのかと思いますが、これからますます空き地が増えそうで気
になります。尾花市長が目指しているコンパクトシティの街づくりの方向は間違っていないと思いますが中心市街地の不
動産の有効活用を考えていかないといけないですね。和歌山市でも10月28日から５回の予定でチャッカソンという街づ
くりのイベントが行われます。遊休不動産の活用を考えている方やビジネスのアイデアを実践したい方が集まって新たな
事業計画を練るという実践型の勉強会です。興味のある方はインターネットで調べてみてください。
　本日もよろしくお願いします。

　株式会社サンコーの角谷と申します。
　隣の海南市で、地場産業であります、
家庭日用品の製造販売をしている会社で
代表をしています。
　父親が昭和37年に28歳で創業して来期

で60周年目を迎え、私は二代目社長ということで13年前
から経営のかじ取りをやらせてもらっています。
　「本（もと）を忘れず」ということで、会社経営をして
いる私にとって、事業では、創業者である父であり、創業時、
打ち立て、今も承継し、全社員で判断、ならびに行動の軸

として会社の中心として大切にしているのが、経営理念「人
の心に貯金する」という言葉です。

「人の心に貯金せよ」
人の為にやることは必ず己のためになる
無形の資産を増やすことなく実りの多い人生は望めない

角谷　勝司

　ここで、この「人の心に貯金する」という言葉が、どうやっ
て生まれたのか？

会 長 報 告� 瀧川　嘉彦  会長

卓話「本を忘れず～人の心に貯金する」� （株）サンコー代表取締役　角谷　太基  さん

幹 事 報 告� 角谷　芳伸  幹事

◦�国際ロータリー第2620地区・第2740地区ガバナーよりそれぞれ災害義捐金に対して当地区ガバナー
ヘお礼状が送られてきております。

◦�本日第１回I.D.M.編成表を皆様にお配りしております。本来なら８月に開催の予定でしたが、コロナの感染状況が悪化
しましたので10月に実施することになりました。議題は各委員会の活動計画を話し合っていただきたいと思います。

委 員 会 報 告� ロータリー情報規定委員会　樫畑　友洋  委員長
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❸好意と友情を深めるか ❹みんなのためになるかどうか

❶真実かどうか ❷みんなに公平か

■卓話「本を忘れず～人の心に貯金する」�
（株）サンコー代表取締役　角谷　太基さん

■ロータリーソング� 島　公造　会員
「和歌山市市歌」
「我らの生業」

■ビジター紹介� 枡岡　一樹　親睦委員
海南東 R.C.　田中　祥秀さん

■お月見例会

出席報告 会員数 45名（内出席規定適用免除会員8名）

細川　竜二　出席委員長 9月30日（本日） 27名/40名 67.5% 皆さん、出席してください。

次回の例会� 10月14日（木）18:30～  ダイワロイネットホテル和歌山4F

前回の例会� 9月30日（木）

内畑　瑛造さん� 妻の誕生日にお祝いをいただき有難うございました。
田原　久一さん� 角谷様、本日の卓話よろしくお願いします。
山本　進三さん� 妻の誕生日にきれいな花をありがとうございました。
上中　崇司さん� 角谷さん、本日の卓話ありがとうございます。
北浦　康臣さん� 角谷さん、本日卓話宜しくお願いします。
瀬藤　啓司さん� 妻にキレイなお花ありがとうございます。久しぶりに来ることが出来ました。本日宜しくお願いします。
瀧川　嘉彦さん� 角谷様、本日は卓話よろしくお願い申し上げます。
角谷　芳伸さん� 角谷様、本日はお忙しい中お越しいただきありがとうございます。
細川　竜二さん� 角谷様本日の卓話よろしくお願いします。

本日の累計…31,000円（計9名9件）　〔誕生日献金…100,000円　奥様花お礼…70,000円　皆出席表彰…10,000円　その他…292,000円　累計…472,000円〕

ありがとうございましたにこにこ箱

　また父がなぜ、会社設立時にこの言葉を経営理念にした
のかをお話しさせてもらいます。
　創業者である父の父、つまり、私の祖父は、職業軍人と
して海軍の少尉でしたが、昭和17年パプアニューギニア
で戦死し、そこから角谷家の母一人、子供四人（私の父は
当時、9歳で長男）のどん底の貧乏暮らしが始まりました。
　そして中学を卒業し、おじさんが経営している日用雑貨
の商店に丁稚として働くことになりました。13年間の奉
公の後、28歳で母親を楽にさせたいという思いで、独立
創業させてもらいました。その時に打ち立てた経営理念、
つまり、私にとっても、会社にとっても、「本を忘れずに」
の「もと」、それが「人の心に貯金する」です。
　創業者である父は、当時を振り返って6年前に連載され
ました和歌山新報さんの記事で次のように述べています。

　「人の心に貯金せよ」
　「今でも思い起こすのは、母親の言葉です。『田中宗
商店で、お前は立派な商売人になったけれども、職人

をいじめてるんじゃないか、職人をいじめて金儲けを
するのはよくない』と言われました。それで逆に母親
に尋ねたんです。 『貧乏しながら、なんで近所の田畑の
手伝いに行くのか？』そしたら母親は、『お米欲しさに
行ってるのと違う、お前たちが困ったときに近所の人
が助けてくれるよう、無形の資産を残してるんや』と
言われました。これが心にずっと残り、会社の理念になっ
たわけです。」

　こうやって、昭和37年創業当時、株式会社サンコーの
経営理念が「人の心に貯金する」と定まりました。
　残念ながら、創業者である父は5年前に他界しましたが、
父の他界後、地元での会合での集まりがあるたびに、父が
生前、人に対しておこなった「人の心に貯金する」の行為
を耳にします。いまだに、人に会うたびにいろいろから、
父の話を聞かされ、「人の心に貯金する」を実践してくれ
たおかげで、今の私があることに感謝しています。
　そのことに感謝をし、私の卓話を終わらせていただきます。

■クラブフォーラム「米山記念奨学会」

■卓話「日本での生活」�
米山奨学生　パンディット.スシュマさん（ネパール）

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
Solitaire（Neil Sedaka）
Love is blue（Andre Popp）

本日の例会� 10月7日（木）


